
 

 

 

◆「令和６年度修立地区団体交流研修会」について 

令和６年７月２５日 

第７号   修立地区 
まちづくり協議会 

 

 
 今年度の「団体交流研修会」を以下の内容で行いました。 

                               

                                      

                                   

                                  

講演は、山代先生ご自身が救援隊として派遣された能登半島地震の被災地 

の状況の説明から始まりました。 

その中で、特に注目したことは、「避難所ごとの運営の違い」だったそうで 

す。片や整然と区分けされた避難所もあれば、足の踏み場もない雑然とした状 

況で、感染症がまん延した避難所もあったということです。なぜこのような違いが出てくるかというと、

①日頃からの地域内でのコミュニケーション不足 ②日頃からの危機意識（避難訓練、備蓄品、持ち出し品等）の

欠如 などがあるということを指摘されていました。 

 さらに「日頃から」意識することとして、「災害時（特に直後）は、 

公助に期待できない」ので、「自助＝自分や家族の身は自分たちで守 

る」「共助＝近所住民や地域の人たちが互いに協力し助け合う」こと 

が重要だと話されました。 

                  そして、最後に「今後の地 

域の災害対応の在り方」として、 

左に挙げてあるような３点を挙げ、とりわけ２の「自分の事として捉え

て、まずは関わる」と３の「自主防災訓練の充実を図る」を強調して講演

を終えられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

              

               
      
      
                 
      

                   

日時 令和６年７月２０日（土） １５：３０～  場所 白兎会館 

＜第１部＞  講演会（参加者：７２名） 

   講師 鳥取赤十字病院外科部長 山代 豊  氏 

   演題 被災地の状況と今後の地域の災害対応の在り方 

＜第２部＞ 懇親会（参加者：５２名） 

＜感想＞ 

☛ まずは、考えるきっかけになる、防災井戸端会議が必要だと 

思いました。 

☛ DMAT（ディーマット）の活動事例をとおして、普段の生活の 

中で意識することや、災害時の初動の重要性（どう行動するか）が理解できた。 

☛ 日々自分たちにできることは、挨拶やコミュニケーション、そして地域や災害について知って、関

わって、考えて、行動することだと思いました。 

☛ 災害の種類によって避難行動がどう変わるのかなどについて、町内などで話し合いなどをすべきだ

と思いました。いざという時に、どこに、どのルートで行けばよいかがわかりません。 

☛ 地区は住民に何をしようとしているのか、研修会をしてもその後の進化が一向に見えない。基本 

的な考え等、もっと情報発信してほしい。 

☛ 修立地区はこのような研修会もあり、顔の見える温かなつながりのある地域だと思う。一方で、 

子育て世代や孤立化が予測される方たちの把握とその方たちをどう巻き込むかが課題だと思います。 

 

 

大変よかった…69％ 

よかった…31％  

あまり良くなかった…０％  

良くなかった…０％ 

  

        

    

  

   
   

   
    
    
    

     
    
     
     
    

       
       
       
       

出  内  （防災  ）「地域防災 ー ー  」

            
           
             

          



令和 6 年度 第 7 回修立地区大運動会 

 テーマ「輝く笑顔 楽しんだもん勝ちの運動会」 

5月 25日（土）輝く晴天（チョット涼しいぐらい）の下、待ちに待った

２年に 1回の地区大運動会が開催されました。午後まで行ったのは実に５

年ぶりでしたので、予想以上にたくさんの方においでいただき、大いに盛

り上がりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

反省会で出た意見 

＜良かった点＞ 

◇ 会議の回数がかなり減っているが、今回のやり方でも運営に問題はない。むしろ、負担感は大変

少ない。 

◇ 中学生の役員は、どの係も大変よく動いてくれた。大好評で、今後も続けていただきたい。 

◇ 急きょバザーを開いたが、大変好評だった。 

◇ テントの準備から後片付けまで、各町内や団体役員の動きや連携が素晴らしかった 

＜改善点＞ 

〇 来賓の受付はあった方がよい。 

〇 ポスターの回収がまだの所があったので、今後の課題として引き継ぎたい。 

〇 係ごとの待機場所は指定しておいた方が、打合せもしやすい。 

〇 PTA役員の係は、可能な限り減らす方向で計画した方が良い。 

〇 撮影用のテント（フリースペース）があってもよい。 

〇 乳幼児用のテントなど、暑さ対策用テントの設置とそのお知らせを行う。 

 
8 月～９月の活動・行事 

 

 

東中の生徒が２３人も自ら

手を挙げて手伝ってくれまし

た。中学生たちありがとう！ 

 
ティラノザウルスが修立小

に降臨！！！（結構速かった） 

 

運動会の花形「リレー」とそ

の向こうの大観衆。いやー、運

動会って本当に燃えますね！ 

◆  ８月 ７日（水）１０：００～ 公民館 夏休み子供工作「ランプシェードづくり」 

◇  ９月中旬（期日未定） 子ども会横断的事業（釣り堀で魚釣り大会の予定（詳細は別途お知らせします。） 

◇  ９月２２日（日）１０：００～ 白兎会館 敬老会（詳細は別途お知らせします。） 

◆  ８月１７日（土）１０：００～ 公民館 エコクラブ ⇒１１月１日（金）に変更になりました。 


